
【学位論文審査の要旨】 
街路景観が人々の印象に与える影響は、様々な空間構成要素および街路の印象を構成

する人の感覚の関連により示すことができよう。本研究では、空間構成要素の中の空の

広さに着目し、その定量指標である「天空率」を利用した研究を行った。天空率に関す

る研究は、古くは建築環境工学分野で多くみられる。都市建築法制においても、平成15

年には天空率による斜線制限緩和として新たに追加される等、広く用いられる概念とな

っている。天空率の定義は、全天に対する空の量を水平投影面積の割合で表したもので

ある。天空率と逆の概念になる形態率（全天に対する建物の量の割合）と圧迫感の関係

に焦点を当てた研究はあるが、圧迫感以外の感覚と天空率の関係をみたものは少ない。

また、シークエンスに着目した研究では、天空率の変化量に焦点を当てたものはない。

そこで本研究の第１の目的は、天空率およびその変化と街路の印象を構成する人の総合

的な感覚についての関係を明らかにすることとその実験手法の提案である。 

天空率と人の感覚の関係が明らかになるならば、その天空率の値を広域な範囲で求め

ることにより、地域の印象を把握する助けとなり、街全体の環境を捉えることになる。

広域な天空率を算出する手法として、区画内の建蔽率、平均建物幅、平均建物高さなど

区画代表値で定義し求めたものがあるが、本来の定義に従った地点の天空率を広範囲に

渡って算出したものは見当たらない。そこで本研究では、Googleストリートビュー画像

を取得し画像処理を行い道路上の緯度経度情報と結びついた天空率を算出する手法を提

案している。本手法により算出された天空率およびその変化を目的1の結果と合わせて地

図上へ可視化し、地域の印象を考察している。以上が第2の目的である。 

論文の主要部分である第2章から5章について以下に概要を述べる。 

第2章では歩行時に体験する天空率およびその変化が街路の印象を構成する感覚に与

える影響を明らかにしている。徐々に町並みが変化する実験ルートにおいて魚眼レンズ

による天空図の撮影とSD法による印象評価を行っている。得られた印象評価の結果に因

子分析を適用し、街路空間から受ける感覚として「調和性」「開放性」「活動性」の3因子

が示された。「開放性」は天空率と天空率の直前からの変化の双方によって規定されるこ

と、「活動性」は天空率そのものよりも少し手前からの天空率変化に影響を受けることが

示された。 

第3章では、印象評価実験の手法提案を行っている。前章のように実際に街で歩行印象

評価を行う「現地実験」にかわるものとして、動画をヘッドマウントディスプレイ(以下

、HMD)に映し装着した状態で行う「HMD実験」を提案している。現地実験とHMD実験の評

価値に差のある項目は少なく、印象評価構造は両実験ともに前章と同様の3因子で表され

た。両実験で得られた3因子の下位尺度得点の差はみられず、両実験の評価地点ごとの値

からも評価値の差は僅かであることが確認されている。「現地実験」には人数制限や実験

条件を揃えることが難しいなどの欠点があるが、それらを解決するための新たな代替手

法として、HMD実験を用いることの妥当性は高く有効であることが示された。 

第4章では、街路空間における天空率を詳細に広域に算出する新たな手法を提案してい

る。Google ストリートビューから緯度経度情報と360°パノラマ画像を取得し、パノラ

マ画像に占める空部分の抽出をした後、投影方法を変換し天空図にすることで天空率を

求めている。この手法により地点天空率の一括算出と広域表示を可能とし、地域の印象

把握の支援システムの提案が可能であることを示した。 

第5章では第4章で提案した手法により広域の天空率およびその変化を算出し地図上に

示し分析を試みている。渋谷区全域（約2万地点）を事例とすれば、用途地域と天空率の

関係では準住居地域で天空率が高く、広幅員道路において天空率が高いことが定量的に

示された。街路の印象を構成する感覚の3因子のうち「開放性」「活動性」の高い地点の

天空率およびその変化を地図上に可視化した結果、天空率が高く「開放性」「活動性」が

感じられる地点は、道路幅員や建物高さだけでなく土地の高低差などの地理的要因も影



響していることを明らかにしている。天空率変化量の微小な地点が過半でありながら、

変化量が15%以上と大きい地点も区全域に点在しており、「開放性」「活動性」が感じられ

る場所が区内に散在していることを示している。 

以上のように、本研究は天空率およびその変化と街路の印象を構成する感覚の関係を明

示化する手法を提案したものであり、1:シークエンスを伴う空間全体を感じとる現実感

を提供できる HMD 実験手法を提案し、街路の印象に影響を与える天空率は細やかな地点

ごとの値やその変化量であることを示し、2:地点天空率を詳細かつ広域に求めることが

可能な天空率算出手法を提案し、街路の印象との関係を地図化することで印象の地域分

布の考察支援を可能とした。本研究で提案したこれらの手法はいずれも新規性に富み、

都市計画をはじめとする様々な分野で応用可能性が高く、博士論文として申し分のない内

容であることから合格と判断される。 


